
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 騒音 
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2 予測 

 (1) 予測時期の設定根拠 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測時期の設定根拠は表 3.2-4 に示すとおりです。 

 

 (2) 予測交通量 

ア 工事用車両の走行に伴う道路交通騒音 

工事中における工事用車両の走行台数（ピーク日）は、「第 3 章 3.1 大気質」の表

3.1-12(1)～(2)に示したとおりです。 

 

イ 関連車両の走行に伴う道路交通騒音 

供用時における関連車両の走行台数は、「第 3 章 3.1 大気質」の表 3.1-13(1)～(2)に

示したとおりです。 

 

(3) 工事用（関連）車両の走行に伴う道路交通騒音の予測計算における補正 

工事用車両の走行及び関連車両の走行に伴う道路交通騒音の予測にあたっては、現況

交通量に予測式を適用することで現況再現（予測計算）を行い、実測値との差を予測結

果に対する補正値としました。 

予測計算値と実測値の差から導き出した補正値は、表 3.2-3(1)～(2)に示すとおりです。 

 

表 3.2-3(1) 騒音予測計算値と実測値との差（LAeq：平日） 

単位：dB 

予測地点 
時間 

区分 

実測値 

（L1） 

現況交通量

による 

予測計算値

（L2） 

補正値 

（⊿L＝L1-L2） 

地点 A 

(青木浅間線) 

昼間 68.9 71.0 -2.1 

夜間 64.6 66.3 -1.7 

地点 B 

(青木浅間線) 

昼間 69.4 70.3 -0.9 

夜間 65.3 65.8 -0.5 

注）時間区分は、昼間: 6～22 時、夜間: 22～6 時です。 

 

表 3.2-3(2) 騒音予測計算値と実測値との差（LAeq：休日） 

単位：dB 

予測地点 
時間 

区分 

実測値 

（L1） 

現況交通量

による 

予測計算値

（L2） 

補正値 

（⊿L＝L1-L2） 

地点 A 

(青木浅間線) 

昼間 67.4 70.0 -2.6 

夜間 64.4 65.7 -1.3 

地点 B 

(青木浅間線) 

昼間 67.4 69.2 -1.8 

夜間 64.6 65.1 -0.5 

注）時間区分は、昼間: 6～22 時、夜間: 22～6 時です。 
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表 3.2-4 建設機械の稼働に伴う騒音予測時期設定根拠 

 

工事開始後 月目

機械名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

バックホウ 1 1 1 1 2 2 4 5 4 3 3 3 3 3 2
バックホウ

Ⅰ ラフタークレーン

工 ラフタークレーン 1 1 2 1
区 クローラークレーン 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

クローラークレーン 1 3 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1
クラムシェル 2 3 3 3 3 3 3 2
テレスコ

SMW三軸掘削機 1 2 2
親杭打ち機 1 1
解体用コンクリート圧砕機 2 2 2 2 2 2 2 2
解体用コンクリート圧砕機 2 2 2 2 2 2 2 2
コンクリートポンプ車 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
コンクリートポンプ車

高所作業車

ブルドーザー 2 2 2 2 1 1
タイヤショ ベル 1 1
転圧用ロードローラー 1 1 1
アスファルトフィニッシャー 1 1 1
発電機 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
コンプレッサー 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
コンクリートブレーカー 2 2 2 2 2 2 2 2
タワークレーン 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1
高速リフト 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

Ⅱ バックホウ 2 2 2
工 ラフタークレーン 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
区 ラフタークレーン 1 1 1

コンクリートポンプ車 1 1 1 1 1 1 1 1
ブルドーザー 1
タイヤショ ベル 1
転圧用ロードローラー 1
アスファルトフィニッシャー 1
コンプレッサー 1 1 1 1
台数合計 1 12 10 10 10 11 13 16 22 14 9 9 14 11 11 9 5 7 9 9 9 9 8 8 8 8 8 9 9 10 10 10 11 11 11 11 11 12 12 11 8 7 5 4 5 5 7 0

予測設定用集計月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48
ピーク日合計台数 1 12 10 10 10 11 13 16 22 14 9 9 14 11 11 9 5 7 9 9 9 9 8 8 8 8 8 9 9 10 10 10 11 11 12 12 12 13 13 12 9 8 6 5 5 5 7 0
騒音パワーレベル合成値（ｄB） 107.0 116.4 115.3 115.3 115.3 115.8 116.8 117.8 119.5 117.2 114.6 114.6 117.0 116.8 116.8 115.9 113.0 114.0 114.0 114.0 114.0 114.0 112.6 112.6 112.6 112.6 112.6 113.7 113.7 114.2 114.2 114.2 115.2 115.2 115.2 115.2 115.2 115.6 115.6 115.0 112.1 111.2 110.0 110.0 112.3 112.3 113.2 0.0

振動レベル合成値（ｄB） 35.0 80.2 80.1 80.1 80.1 80.2 80.2 80.5 80.9 77.0 76.2 76.2 80.5 79.1 79.1 78.9 68.0 68.0 68.0 68.0 68.0 68.0 68.6 68.6 68.6 68.6 68.6 68.6 68.6 70.5 70.5 70.5 71.3 71.3 71.3 71.3 71.3 71.7 71.7 71.7 63.0 60.0 38.0 38.0 75.5 75.8 76.4 0.0

：騒音・振動レベルが最大である時期

注１：タワークレーンについては、場内ではアイドリングしないも のとし、予測条件に含めていま せん。

注２：高速リフトは電動であることから、予測条件に含めていま せん。


